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町
で
は
、
広
聴
事
業
の
一
つ
「
お
で
か

け
町
政
座
談
会
」
を
６
月
21
日
・
24
日
・

26
日
・
27
日
の
４
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
４
会
場
に
延
べ
57
人
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
長
か
ら
「
水
道
料
金
の
改

定
に
つ
い
て
」、「
統
合
小
学
校
及
び
児
童

館
新
築
事
業
に
つ
い
て
」、「
避
難
所
用
備

蓄
に
つ
い
て
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
参
加
者
と
町
政

全
般
に
わ
た
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
特
集
で
は
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ

た
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
町
の
回
答
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
こ
か
ぶ
農
家
で
は
ど
の
く
ら
い
の
影
響

が
で
る
の
か
。

町
回
答

現
在
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い

る
、
水
道
料
金
に
約
13
％
増
し
た
料
金
と

な
り
ま
す
。

例
：
水
道
料
金
の
月
額
が
４
０
，
０
０

０
円
く
ら
い
で
あ
れ
ば
４
５
，
２
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

●
人
口
減
少
に
比
例
し
て
水
道
料
金
が
上

が
る
の
か
。

町
回
答

人
口
減
少
で
は
な
く
、
水
道
管

の
老
朽
化
に
伴
う
工
事
等
の
た
め
水
道
料

金
の
改
定
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

●
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

今
の
水
道
管
で
対
応
可
能
か
。

町
回
答

町
は
、
耐
震
化
し
て
い
る
管
路

が
大
変
少
な
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
今

回
水
道
料
金
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
管
路
に
更
新

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て

●
令
和
７
年
度
及
び
10
年
度
の
小
学
校
の

児
童
数
は
。

令
和
７
年
度
の
小
学
生
の
人
数
は
３
８

７
名
で
す
。
令
和
10
年
度
で
は
３
０
６

名
、令
和
15
年
度
で
は
約
１
９
０
名
で
す
。

●
開
校
は
い
つ
を
予
定
し
て
い
る
か
。

町
回
答

令
和
10
年
度
内
早
々
の
開
校
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

●
最
初
か
ら
、
令
和
15
年
度
の
子
ど
も
の

人
数
を
想
定
し
て
建
設
し
て
は
ど
う

か
。

町
回
答

現
在
の
校
舎
の
耐
力
度
調
査
の

結
果
、
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
を
目

指
し
、
令
和
10
年
度
の
開
校
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
児
童
館
に
つ
い
て
、
帰
る
手
段
や
帰
り

の
時
間
帯
は
ど
う
な
る
か
。

町
回
答

児
童
館
は
18
時
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す
。
17
時
ま
で
は
児
童
一
人
で
帰
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
17
時
以
降
は
保
護
者

に
迎
え
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

統
合
小
学
校
及
び

児
童
館
新
築
事
業
に
つ
い
て

※
こ
の
特
集
は
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
関

係
で
「
お
で
か
け
町
政
座
談
会
」
で
出

さ
れ
た
ご
質
問
・
ご
要
望
の
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

期 日 会 場 参加
人数

6月21日㈯ 中央公民館 13人

6月24日㈫ 役場町民ホール 16人

6月26日㈭ 馬門公民館 20人

6月27日㈮ 有戸地区学習等
供用センター 8人

合計57人

◆会場別 参加者数

●
保
護
者
が
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
は
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

町
回
答

仕
事
の
終
わ
る
時
間
等
の
事
情

だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
児
童
館
が
終

わ
っ
た
後
の
送
迎
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
児
童
に
つ
い
て
は
、
今

後
帰
る
方
法
を
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

●
野
辺
地
小
学
校
は
現
在
災
害
時
の
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
。
丈
夫
な
も
の
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

町
回
答

国
で
定
め
る
基
準
に
沿
っ
た
耐

震
安
全
性
を
確
保
す
る
よ
う
設
計
し
て
お

り
ま
す
。
設
備
等
で
は
、
新
校
舎
に
は
非

常
用
発
電
機
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
家

庭
科
室
を
体
育
館
の
近
く
に
設
置
す
る
な

ど
レ
イ
ア
ウ
ト
も
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。

� �特 集
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●
新
し
く
購
入
す
る
避
難
所
用
の
備
品

（
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
）
の
準
備

は
暑
い
時
期
に
は
必
要
だ
と
思
う
。
し

か
し
、
そ
れ
を
使
用
す
る
電
源
な
ど
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
回
答

各
避
難
所
用
と
し
て
発
電
機
を

備
え
て
お
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
、
避

難
所
を
開
設
し
た
場
合
、
そ
の
避
難
所
へ

運
搬
し
、
発
電
し
ま
す
。

●
避
難
所
用
の
備
蓄
の
保
管
場
所
は
ど
う

な
る
の
か
。

町
回
答

町
の
指
定
避
難
所
が
８
箇
所

（
野
辺
地
高
校
、野
辺
地
中
学
校
、若
葉
小

学
校
、
野
辺
地
小
学
校
、
中
央
公
民
館
、

旧
馬
門
小
学
校
、
木
明
地
区
農
作
業
管
理

休
養
施
設
、
有
戸
地
区
学
習
等
供
用
セ
ン

タ
ー
）
あ
り
ま
す
。
保
管
場
所
は
未
定
で

す
が
、
一
箇
所
に
集
約
し
て
保
管
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

避
難
所
用
備
蓄
に
つ
い
て

●
「
未
来
に
つ
な
げ
る

幸
せ
の
ま
ち
」

の
幸
せ
の
ま
ち
と
は
ど
う
い
っ
た
町
な

の
か
町
長
に
お
聞
き
し
た
い
。

町
回
答

住
み
や
す
く
、
家
族
・
友
達
み

ん
な
で
一
緒
に
い
て
楽
し
い
な
と
思
え
る

ま
ち
を
作
る
こ
と
が
、
町
長
の
役
目
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
防
災
無
線
が
聞
き
と
り
に
く
い
。
訓
練

時
も
内
容
が
聞
こ
え
な
い
。

町
回
答

防
災
無
線
は
町
内
57
か
所
に
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
音
達
調
査
を
行
い
設

置
し
ま
し
た
。
聞
こ
え
な
い
ご
家
庭
に

は
、「
個
別
受
信
機（
防
災
無
線
が
家
で
聞

く
こ
と
が
で
き
る
装
置
）」
を
貸
出
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
か
ら
町
公
式
LIN
Eを
導
入

し
、
各
情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
防
災
無
線
に
つ
い
て
聞
き
逃
し
た
方
は

「
０
８
０
０
‒
８
０
０
‒
９
９
５
９
」
に

電
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
じ
内
容
の

も
の
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
つ
い
て
、
現
状
に
合

わ
せ
て
収
集
日
を
調
整
し
て
は
ど
う

か
。

町
回
答

現
在
、
各
ゴ
ミ
の
量
を
参
考
に

収
集
体
制
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

質
問
・
回
答
・
要
望

役場町民ホールでの様子（６月24日)

●
現
在
、
小
学
校
の
修
学
旅
行
は
１
泊
２

日
で
あ
る
。
昔
は
２
泊
３
日
だ
っ
た
。

経
済
的
な
面
で
１
日
減
っ
た
と
の
こ

と
。
町
で
子
ど
も
た
ち
へ
修
学
旅
行
を

支
援
し
て
は
ど
う
か
。

町
回
答

日
数
が
減
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

寂
し
い
と
は
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
修
学

旅
行
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
馬
門
公
民
館
を
旧
馬
門
小
学
校
に
移
転

す
る
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
か
。

町
回
答

旧
馬
門
小
学
校
を
公
民
館
と
し

て
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
建
築
基
準

法
・
消
防
法
等
の
関
係
法
令
の
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
自
治
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
動
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

〈
要
望
〉

●
電
池
類
の
回
収
を
町
側
で
業
者
に
依
頼

し
、
実
施
し
て
ほ
し
い
。

●
図
書
館
の
利
用
時
間
に
つ
い
て
、
夏
場

は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
と
し
て
、
９
時
半

～
17
時
半
ま
で
利
用
時
間
に
し
て
ほ
し

い
。

●
広
報
の
へ
じ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
予
定
で

も
良
い
の
で
３
カ
月
先
ま
で
掲
載
し
て

ほ
し
い
。

中央公民館での様子（６月21日)

令和７年度「おでかけ町政座談会」の当日町から説明
した資料や質問・要望事項につきましては、町ホームペー
ジに掲載しますので、そちらをご覧ください。

◆問合先：総務課（内線２０７）

� �特 集
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��������������野辺地空手道会による各大会出場報告

町長へ出場報告を行った児童たち

野辺地空手道会が８月１日、第３３回全国
中学生空手道選手権大会及び第２５回全日
本少年少女空手道選手権大会への出場を町
長へ報告しました。
主将を務める野辺地中学校３年生の古林
煌舵さんは「中学生最後の大会なので、ベス
トを尽くす」と意気込みを述べていました。
同じく３年生の上野笑琉恵さんは「普段か
らの練習を意識して、試合に臨みたい」と抱
負を語ってくれました。

�����������高校生の大学進学を応援！！
�������夏期短期講座を開講

真剣に講師の話に耳を傾ける生徒たち

７月３０日から平日５日間、町教育委員会
による高校生を対象とした短期講座が青森
県立野辺地高等学校で開催されました。
学力向上を目的としたこの講座には、町内
の高校２・３年生１２名が参加し、学習塾の
講師３名から、国語、英語、数学（３年生は
小論文も含む）の指導を受けました。
参加した生徒は「受験を意識した内容で、
とてもためになった」と感想を述べました。

���������子ども会わくわくサマー体験

野辺地町子ども会育成連絡協議会が８月
３日、令和７年度子ども会わくわくサマー
体験を実施しました。
当日は、午前に小川原湖湖水浴場でいか

だ作りや乗船体験を行い、午後は小川原湖
青年の家で万華鏡作りに取り組みました。
自由時間にはスイカ割りなども行い、子

どもたちはサマー体験を最後まで楽しみ、
夏を満喫していました。

いかだ乗船体験をする子どもたち

�����町内中学生による
���������職場見学・職場体験事業

７月３０日、町内の中学生を対象とした職場
見学・体験事業が実施され、野辺地中学校の生
徒６名が参加しました。
この事業は、町の３０分圏内に魅力的な職場

があることを知ってもらい、将来的な定住を促
すことを目的として実施され、株式会社永木精
機六ヶ所村工場と株式会社ジェイテックの協力
のもと、会社見学などが行われました。
生徒たちは、働くことの楽しさや、仕事に必

要な知識・技術を学び、将来の職業について考
える貴重な機会となりました。

㈱ジェイテックで仕事を体験する生徒

���町のニュース
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�����������じんけん大使にじ～のが就任！

人権について周知・啓発する「じんけん大
使」に８月４日、町のご当地キャラクターで
ある『じ～の』が就任し、委嘱状の交付式が
行われました。
式典では青森地方法務局十和田支局長の
舩澤茂樹氏が「これまで以上の啓発効果が起
こることを期待します」と挨拶し、委嘱状と
タスキを手渡しました。
ご当地キャラクターが大使に就任するの
は、県内で６例目です。

じんけん大使委嘱状交付式の様子

���������町へのご寄附ありがとうございました

野田 省二様から、町の治安を守るため
に３５万円のご寄附をいただきました。

����������｢チームオレンジのへじ」任命式

チームオレンジのへじメンバーと町長

８月５日、認知症の方が住み慣れた地域で
自分らしく生活できるよう、本人や家族と支
援者をつなぐ「チームオレンジのへじ」の任
命式を行われました。
代表の中渡九二子さんは「認知症になって
も楽しく暮らしていけるような町になるよ
う頑張りたい」と抱負を語りました。
今年度は、町の事業への協力と認知症の正
しい知識を伝える活動を実施する予定です。

����������令和７年度野辺地町戦没者追悼献花

献花台に花を手向ける遺族の方

戦後８０年の節目の年を迎え、役場町民
ホールで８月６日、野辺地町戦没者追悼献花
を行いました。
自由献花方式となった今年は、町長より追
悼の言葉が述べられ、１０時から１５時まで
設けられた献花台には、３４名の御遺族や町
民が訪れ、花を手向けました。
参列者は、先の大戦において亡くなられた
町出身戦没者の御霊に祈りを捧げました。

���町のニュース
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まちの人口
令和７年７月末現在（前月比）
人 口 11,638名 （－ 4 1 ）
男 5,454名 （－ 2 2 ）
女 6,184名 （－ 1 9 ）
世帯数 6,273世帯（－ 6 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
10月15日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
特設人権相談
10月７日（火）９時～12時
中央公民館 第２会議室
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111（内線147）
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
９月５日（金）14時～
10月３日（金）14時～
健康増進センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線207）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
９月16日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線207）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
野辺地町地域包括支援センター

☎72－1018／72－1023

移
住
者
や
移
住
予
定
者
が
県
民

（
先
輩
移
住
者
）
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
面
の
不
安
や

心
配
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
移
住

者
同
士
が
市
町
村
や
圏
域
を
越
え
て

繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
移
住
者
交
流

会
が
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
青
森
県
な
ら
で
は
の

食
と
文
化
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対
象
者

◇
青
森
県
に
移
住
後
、
概
ね
５
年
未

満
の
方

◇
青
森
県
へ
の
移
住
を
検
討
中
の
方

◆
テ
ー
マ
①

こ
け
玉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
分

だ
け
の
小
さ
な
奥
入
瀬
渓
流
づ
く
り

青
森
県
主
催

移
住
者
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

◇
開
催
日

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

◇
場
所

奥
入
瀬
モ
ス
ボ
ー
ル
工
房

（
十
和
田
市
大
字
法
量
焼
山
64
‒
１

９
５
奥
入
瀬
モ
ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

内
）

◇
参
加
料

ひ
と
り
７
０
０
円

◇
定
員

20
名

◆
テ
ー
マ
②

津
軽
の
食
を
学
ん
で
味
わ
い
、
地

域
と
つ
な
が
る

◇
開
催
日

10
月
26
日
（
日
）

◇
場
所

津
軽
あ
か
つ
き
の
会

（
弘
前
市
大
字
石
川
字
家
岸
44

‒
13
）

◇
参
加
料

ひ
と
り
７
０
０
円

◇
定
員

15
名

◆
主
催
・
問
合
先

青
森
県
若
者
定
着
還
流
促
進
課

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
９
１
７
４

第
22
回
野
辺
地
町
河
童
水
泳
大
会

「
第
22
回
野
辺
地
町
河
童
水
泳

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
泳
ぎ
に

自
信
の
あ
る
子
は
も
ち
ろ
ん
、
速

く
泳
げ
な
い
子
で
も
小
学
校
１
～

５
年
生
は
25
ｍ
、
６
年
生
は
50
ｍ

泳
げ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時

10
月
５
日
（
日
）
13
時
～

◆
場
所

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

◆
主
催

野
辺
地
町
水
泳
協
会

◆
種
目

◇
１
～
５
年
生

男
女

自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ

各
25
ｍ

フ
リ
ー
リ
レ
ー
25
ｍ
×
４

◇
６
年
生

男
女

自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ

各
50
ｍ

フ
リ
ー
リ
レ
ー
50
ｍ
×
４

◆
申
込

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

☎
64
‒
９
７
７
７

◆
締
切

10
月
１
日
（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
参
加
者
、
関
係
者
の

体
調
確
認
等
万
全
の
対
策
を
講

じ
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
開
催

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
開
催

河
童
水
泳
大
会
に
先
が
け
て
初

心
者
を
含
め
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

８
月
31
日
、

９
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28

日

13
時
～
15
時

◆
開
催
場
所
及
び
申
込
先

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

☎
64
‒
９
７
７
７

児
童
館
行
事

◆
支
援
拠
点
事
業
の
へ
じ
ら
ん
ど

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

講
師
：
助
産
師

17
日
（
水
）
10
時
～

◆
避
難
訓
練

22
日
（
月
）
16
時
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動

27
日
（
土
）
10
時
～

◆
問
合
先

児
童
館

☎
64
‒
３
１
０
６

移住交流会
二次元コード
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経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
免
除
等
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
時
に
比
べ

て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
「
追

納
」
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
補
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の

際
に
追
納
し
た
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
方
は
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
で
申
込
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
（
な
お
、
郵
送
で
の
提
出
も
可
能

で
す
）。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◆
保
険
料
納
付
期
限

９
月
分

10
月
31
日
（
金
）

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

９
月
１
日
（
月
）
～

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

◆
受
付
人
数

22
名

◆
対
象
者
（
全
て
に
該
当
）

①
75
歳
未
満

②
野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
が
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。）

③
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金

３
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間

10
月
～
12
月
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関

公
立
野
辺
地
病
院

※
次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
閉
所
恐
怖
症
の
方

②
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る
方

③
脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
で

い
る
方

２
割
負
担
の
配
慮
措
置
制
度
は
、

９
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
高
額
療
養
費
制
度

に
お
け
る
２
割
負
担
の
方
に
つ
い
て

は
、
10
月
１
日
か
ら
の
外
来
診
療
の

自
己
負
担
限
度
額
が
、
１
８
，
０
０

０
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

一
部
の
方
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
こ
れ
ま
で
よ
り
高
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
先
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
制
度
改
正
に
関
す
る
問
合
先

◇
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‒
１
１
７
‒
５
７
１

◇
受
付
期
間

令
和
７
年
７
月
１
日
～
令
和
８
年

３
月
31
日

④
外
傷
や
手
術
な
ど
で
体
内
に
金
属

類
が
入
っ
て
い
る
方

⑤
歯
科
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
さ
れ

て
い
る
方

⑥
妊
娠
又
は
妊
娠
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
方

※
３
回
目
は
、
１
月
か
ら
３
月
の
実

施
予
定
で
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

第
２
回
国
保
・
脳
検
診
の
お
知
ら
せ

現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
受
給
者
証
」
又
は
「
重
度

心
身
障
害
者
受
給
決
定
通
知
書
」

は
、
９
月
30
日
で
期
限
切
れ
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
更
新
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
更
新
期
間

９
月
１
日
（
月
）
～

９
月
19
日
（
金
）

※
右
記
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
で
も

更
新
の
手
続
き
は
で
き
ま
す
。

◆
場
所

町
民
課

国
保
の
窓
口

◆
必
要
書
類
等

①
申
請
書
（
申
請
期
間
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
）

②
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
又
は
受

給
決
定
通
知
書

③
加
入
保
険
確
認
書
類

※
健
康
保
険
証
・
資
格
確
認
書
・
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
・
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
健
康
保
険
情
報
画
面

の
い
ず
れ
か

④
所
持
し
て
い
る
各
障
害
手
帳

⑤
令
和
７
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

◇
受
付
時
間

９
時
～
18
時
（
日
・
祝
・
年
末
年

始
を
除
く
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
先

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
‒
７
２
１
‒
３
８
２
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

等
が
あ
る
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
等
更
新
の
お
知
ら
せ

受
給
者
本
人
及
び
受
給
者
を
扶
養

し
て
い
る
方
の
住
所
が
野
辺
地
町

に
な
か
っ
た
場
合
は
、
前
住
所
地

が
発
行
す
る
『
令
和
７
年
度
所
得

課
税
証
明
書
』
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆
注
意
事
項

更
新
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
場

合
、
10
月
１
日
以
降
の
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
が
限
度
額

（
老
齢
福
祉
年
金
の
所
得
制
限
を
準

用
）
を
超
え
て
い
る
方
や
、
生
活
保

護
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
受
給
者

証
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
あ
っ
て

も
、
次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
認

定
さ
れ
た
時
点
で
65
歳
未
満
の
方
は

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
又

は
内
部
障
害
３
級

⑵
青
森
県
愛
護
手
帳
Ａ

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
既
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
が
65

歳
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

が
、
医
療
費
助
成
資
格
継
続
の
条

件
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
６
）
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こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
年
齢
を

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時

10
月
10
日
（
金
）

14
時
半
～

◆
場
所

町
立
体
育
館

◆
対
象
者

20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
野
辺
地
町

在
住
者

◆
実
施
種
目

握
力
・
長
座
体
前
屈
ほ
か

全
６
種
目

◆
定
員

先
着
24
名

◆
参
加
料

無
料

◆
申
込
期
限

９
月
26
日
（
金
）

◆
そ
の
他

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
64
‒
２
１
１
９

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
お
申

し
込
み
可
能
で
す
。

給
付
金
を
語
っ
た
「
特
殊
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
」、「
通
帳
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」、「
暗
証
番
号
」
の
詐

取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
（
税
務
署
等
）
や
町
の
職
員
等

が
「
給
付
金
に
関
す
る
件
・
還
付
金

を
受
け
ら
れ
る
」
と
切
り
出
し
、
現

金
自
動
預
払
機
（
ATM
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付
の
た
め

に
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
（
税
務
署
等
）
や
市
町
村
な
ど

の
職
員
を
語
る
不
審
な
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
、
心
当
た
り
の
な
い

場
合
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度

新
体
力
テ
ス
ト

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
（
通
称
「
eLTAX」）
を
利
用
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人

関
係
税
（
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業

税
・
特
別
法
人
事
業
税
）
の
申
告
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
（
※
1
）。

◆
利
用
で
き
る
手
続
き

法
人
関
係
税
（
法
人
県
民
税
・
法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
）
の

申
告
及
び
納
税
（
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
）

◆
利
用
で
き
る
方

納
税
者
（
税
理
士
等
代
理
人
を
含

む
）

◆
電
子
申
告
の
特
徴

「
PCdesk」
な
ど
の
eLTAX対

応
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
利
用
す
る
に
は

eLTAX
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
電
子
証
明
書
」
の
取
得
が

必
要
で
す
（
※
2
）。

◆
そ
の
他

ご
利
用
方
法
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
eLTAXホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https:

//w
w
w
.eltax.lta.go.jp）
を
ご

ま
た
、
詐
欺
か
な
と
の
疑
い
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
警
察
や
ご
家
族
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先

税
務
会
計
課
（
内
線
１
３
６
）

法
人
関
係
税
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
告
で
き
ま
す

覧
く
だ
さ
い
。

※
１

令
和
２
年
４
月
１
日
以
後
に

開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
、
一
定

の
法
人
が
行
う
法
人
県
民
税
・
法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
の

申
告
は
、
eLTAXに
よ
る
提
出
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２

税
理
士
等
が
代
理
申
告
す
る

場
合
は
、
納
税
者
の
電
子
証
明
書

は
不
要
で
す
。

◆
問
合
先

青
森
県
上
北
県
税
事
務
所
課
税
課

☎
０
１
７
６
‒
22
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
１
０
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金
な
ど
に
関

す
る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

町
で
は
、
納
税
に
関
す
る
夜
間
納

税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

◆
日
時

９
月
24
日（
水
）、10
月
22
日（
水
）、

11
月
26
日
（
水
）

17
時
15
分
～
19
時
15
分

◆
相
談
内
容

過
年
度
・
現
年
度
の
納
税
方
法
な

ど
主
に
納
税
全
般

相
談
時
間
で
の
税
金
の
納
付

等

◆
場
所

税
務
会
計
課

窓
口

◆
問
合
先

税
務
会
計
課

（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

夜
間
納
税
相
談
の
お
し
ら
せ

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
算
定
の

た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

町
で
は
、
３
年
毎
に
実
施
さ
れ
る

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う
適
正

な
固
定
資
産
税
の
算
定
の
た
め
、
町

内
の
土
地
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を

受
け
た
調
査
員
が
、
町
内
で
土
地
の

測
定
や
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま

す
。
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
に

は
十
分
に
配
慮
を
し
た
上
で
調
査
を

行
い
ま
す
。

◆
調
査
実
施
時
期

９
月
中

◆
調
査
実
施
時
間

10
時
～
17
時
頃

◆
調
査
事
業
者

合
同
会
社
さ
と
う
不
動
産
鑑
定

◆
問
合
先

税
務
会
計
課
（
内
線
１
３
６
）

野
辺
地
町
地
域
合
同
セ
ミ
ナ
ー
・

経
営
相
談
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
催
日
時

９
月
24
日
（
水
）
14
時
～
16
時

◆
会
場

中
央
公
民
館
2
階

セ
ミ
ナ
ー
（
第
3
会
議
室
）

個
別
相
談
会
（
第
2
会
議
室
）

◆
申
込
み
・
問
合
先

野
辺
地
町
商
工
会

☎
０
１
７
５
‒
64
‒
２
１
６
４

FAX
０
１
７
５
‒
64
‒
２
０
０
７

��お知らせ
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犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

注
射
（
下
期
）

町
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
町
へ
犬
の
登
録
が
完
了

済
み
で
、
今
年
度
ま
だ
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

犬
の
飼
い
主
さ
ん
に
は
、
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
の
で
、
接
種
の
際
は
必

ず
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
だ
犬
の
登
録
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
飼
い
主
さ
ん
は
、
町
民
課

で
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
接
種
会
場
で
も
、
登
録
申
請
・
注

射
済
票
交
付
・
登
録
事
項
変
更

届
・
死
亡
届
の
手
続
き
も
行
え
ま

す
。

◆
変
更
届
の
手
続
き
が
必
要
な
例

◇
飼
い
主
さ
ん
が
変
わ
っ
た
と
き

◇
飼
い
主
さ
ん
が
住
所
変
更
を
し
た

と
き

◆
注
意
事
項

病
気
や
高
齢
な
ど
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
接
種
で
き
な
い
と
動
物
病
院

で
診
断
さ
れ
た
犬
の
飼
い
主
さ
ん
は

「
狂
犬
病
予
防
注
射
猶
予
証
明
書
」

を
動
物
病
院
か
ら
発
行
し
て
も
ら

い
、
必
ず
町
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
料
金
表

◇
登
録
料
金
（
生
涯
１
回
）

１
頭

３
，
０
０
０
円

◇
注
射
料
金
（
毎
年
１
回
）

１
頭

３
，
０
５
０
円

◇
注
射
済
票
料
金
（
毎
年
１
回
）

１
枚

５
５
０
円

◇
集
合
注
射
料
金

（
注
射
料
金
＋
注
射
済
票
料
金
）

１
頭

３
，
６
０
０
円

◆
届
出
・
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
２
）

月日 実施時間 場 所

９
月
26
日
㈮

9:30～ 9:40 やすらぎ広場
9:50～10:00 金沢町集会所
10:10～10:15 野辺地戦争史跡駐車場
10:25～10:35 烏帽子コミュニティセンター
10:40～10:45 松ノ木平ロータリー（旧クローバー作業所）
11:00～11:05 干草橋農協集荷所付近
11:15～11:20 有戸地区学習等併用センター入口付近

９
月
27
日
㈯

8:30～ 8:40 役場前
8:45～ 8:55 愛宕公園駐車場
9:05～ 9:10 川目集会所入口付近（ごみステーション付近）
9:15～ 9:20 観光物産ＰＲセンター駐車場
9:25～ 9:30 烏帽子コミュニティセンター
9:35～ 9:45 町立体育館駐車場
9:55～10:10 海水浴場駐車場

９
月
28
日
㈰

8:30～ 8:40 役場前
8:50～ 9:00 馬門公民館駐車場
9:05～ 9:15 常夜燈公園駐車場
9:20～ 9:30 海水浴場駐車場
9:35～ 9:45 勤労青少年ホーム駐車場
9:50～10:00 中央公民館駐車場
10:05～10:15 町立体育館駐車場

令和７年度下期 犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
９月26日(金)～９月28日(日)

町民課 0175-64-2111（内線102）

青森県

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

(令
和
８
年
度
入
学
児
童
対
象
)

就
学
時
健
康
診
断
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
基
づ
き
、
就
学
前
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め
小
学
校
入
学

前
の
お
子
様
に
対
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

◆
実
施
日

10
月
29
日
（
水
）

◆
場
所

野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
検
診
項
目

視
力
、
聴
力
、
内
科
、

耳
鼻
科
、
歯
科
、
眼
科

◆
受
付
時
間

８
時
半
～
９
時
（
予
定
）

◆
そ
の
他

９
月
中
旬
に
、
町
教
育
委
員
会
か

ら
対
象
児
の
保
護
者
宛
て
に
「
就
学

時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付

し
ま
す
。

◆
問
合
先

学
校
教
育
課

☎
64
‒
２
１
１
９

農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）
の
実
施
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に
基

づ
き
、
遊
休
農
地
の
把
握
、
農
地
の

違
反
転
用
の
早
期
発
見
の
た
め
、
農

地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま

す
。調

査
時
に
は
委
員
や
職
員
が
農
地

等
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
農
地
は
適
正
な
管
理
が
必
要
で
す

農
地
は
一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年

経
て
ば
、
原
形
を
失
う
ほ
ど
に
荒
れ

て
し
ま
い
、
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻

す
の
に
、
大
変
な
手
間
と
労
力
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
適
正
な

管
理
を
怠
る
と
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ

る
害
虫
等
の
発
生
や
粗
大
ゴ
ミ
、
産

業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
場
所
に
な

る
な
ど
、
近
隣
農
業
者
や
周
辺
住
民

に
迷
惑
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用

す
る
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す

田
や
畑
、
採
草
放
牧
地
な
ど
を
宅

地
や
駐
車
場
等
、
農
地
以
外
の
用
途

へ
転
用
す
る
場
合
は
農
地
法
の
許
可

が
必
要
で
す
。
無
断
で
農
地
以
外
の

用
途
へ
転
用
し
た
場
合
な
ど
、
農
地

法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、、
懲

役
や
罰
金
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
（
内
線
２
２
１
）
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町
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用
生
活

協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談
会
で

す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お

金
や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一

緒
に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

◆
実
施
日
時

９
月
27
日
（
土
）
10
時
～
16
時

◆
場
所

信
用
生
協

青
森
事
務
所
（
青
森

市
安
方
１
‒
３
‒
５

小
田
島
ビ
ル

3
階
）

◆
対
象
の
相
談

①
お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
問
題
な

ど
）

②
遺
産
相
続

③
不
動
産
売
買

④
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納

⑤
D
V・
離
婚
問
題

⑥
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

◆
相
談
料

無
料
。
た
だ
し
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◆
予
約
先

信
用
生
協

青
森
事
務
所

☎
０
１
２
０
‒
１
０
２
‒
１
４
３

「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」
無
料
相
談
会

募
集
｢令
和
７
年
度
あ
お
も
り
の
農

山
漁
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品

青
森
県
の
農
林
水
産
業
を
営
む

人
々
の
豊
か
な
表
情
や
伝
統
的
な
文

化
・
行
事
、
四
季
を
通
じ
た
農
山
漁

村
の
風
景
な
ど
を
写
真
で
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限

10
月
31
日
（
金
）

◆
応
募
方
法

応
募
票
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
作
品
に
添
付
し
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先
・
問
合
せ

‒
農
山
漁
村
‒
水
循
環
保
全
学
会

◇
事
務
局

青
森
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
水
利
整
備
部

〒
０
３
０
‒
０
８
０
２

青
森
市
本
町
二
丁
目
６
‒
19

☎
０
１
７
‒
７
２
３
‒
２
４
０
４

kikaku-photo@
aodoren.or.jp

URL
https://w
w
w
.aodoren.or.jp/

m
izujunkanhozen-gakkai/

※
詳
し
く
は
‒
農
山
漁
村
‒
水
循
環

保
全
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町
で
は
９
月
か
ら
、「
終し

ゅ
う

活か
つ

相
談

窓
口
」
を
介
護
・
福
祉
課
に
開
設
し

ま
す
。

人
生
の
終
わ
り
に
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
の
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
機
関
に
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

介
護
・
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
対
象

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
（
本

人
以
外
の
ご
親
族
に
よ
る
相
談
も
可

能
で
す
）

◆
内
容

◇
葬
儀
や
お
墓
の
相
談

◇
遺
品
整
理
、
遺
言
書
の
こ
と

◇
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成
の
サ

ポ
ー
ト

◇
存
命
中
の
見
守
り
に
関
連
す
る
事

業
に
つ
い
て

◇
介
護
の
相
談

◇
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

◆
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
１
０
）

終し
ゅ
う

活か
つ

相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

郷
土
の
味
を
楽
し
む
会
及
び

野
辺
地
歴
史
巡
り
ツ
ア
ー
開
催

町
は
、
そ
の
昔
、
海
港
と
し
て
栄

え
た
歴
史
あ
る
町
で
上
方
よ
り
出
入

り
の
千
石
船
も
多
く
食
習
慣
・
食

生
活
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
、
物
資
が
移
入
さ
れ
町
に
定
着
し

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
京
風
料
理

が
膳
と
し
て
食
さ
れ
て
い
た
と
言
う

事
で
、
そ
の
京
風
料
理
を
現
代
に

再
現
さ
せ
よ
う
と
、
毎
年
『
郷
土
の

味
を
楽
し
む
会
』
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

◎
郷
土
の
味
を
楽
し
む
会

◆
日
時

10
月
13
日
（
月
）

正
午

◆
場
所

中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

◆
会
費

２
，
５
０
０
円

※
当
日
受
付
時
に
拝
受
し
ま
す
。

◆
主
な
献
立

茶
粥
・
寄
せ
豆
腐
・
け
い
ら
ん
・

み
そ
貝
焼
き
・
豆
腐
の
磯
辺
揚
げ

他◆
申
込
受
付

◇
一
般
募
集

10
月
６
日
（
月
）
ま
で

◇
受
付
時
間

９
時
～
17
時

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
。
た
だ

し
、
定
員
（
65
名
）
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

(一
財
)野
辺
地
町
観
光
協
会
事
務
局

☎
０
１
７
５
‒
64
‒
９
５
５
５

FAX
０
１
７
５
‒
64
‒
９
５
０
１

◎
野
辺
地
歴
史
巡
り
ツ
ア
ー

◆
日
時

10
月
13
日
（
月
）

９
時
半
か
ら
11
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チ
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浜
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定
)
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野辺地町教育委員会委員候補者を公募します
◆問合先 総務課（内線206）

◆教育委員会委員の位置付け及び職務
町の教育委員会は教育長及び４名の委員で組織されており、教育委員会委員には具体的に

次の職務を行っていただきます。
◇定期又は臨時に開催される教育委員会などの会議への出席
◇教育委員会の所管に属する重要事項の審議
◇各種式典や行事への出席
◆公募者数 教育委員会委員１名
◆任期・待遇等
◇任期 令和７年１２月２０日～令和１１年１２月１９日
◇報酬 日額４，３００円（職務の時間が４時間以下の会議の場合は２，２００円）
◇身分 非常勤の特別職地方公務員
◆応募資格（次のすべてを満たすこと。）
（１）応募申込時の年齢が満２５歳以上で、野辺地町に住所を有し、野辺地町長の被選挙権

を有していること。
（２）教育、学術及び文化に関し識見を有していること。
（３）破産者にあっては復権を得ていること。
（４）拘禁刑以上の刑に処せられたことがないこと。
◆応募期間 ９月１日（月）～９月３０日（火）必着（※郵送の場合を含む）
◆応募方法
（１）次の書類を角型２号封筒に入れ、表面に「教育委員会委員候補者応募申込」と朱書の上

郵送するか、役場総務課へ直接ご持参ください。
(ア) 野辺地町教育委員会委員候補者応募申込書（所定用紙）
(イ) 課題論文

テーマ 「郷土を愛するこころと人材の育成のために私が考えること」
～幼・保、小、中、高までを通したふるさと学習で郷土愛を深めるために～

（本文８００字～１，２００字。ＰＣ等で作成する場合は文字数を確認してくだ
さい。）

（２）「野辺地町教育委員会委員候補者応募申込書」は役場総務課に備えています。
※応募申込書は、町ホームページからもダウンロードできます。

（３）応募期間中（土・日・祝日を除く）受付時間は、９時から１７時までです。
（４）提出された応募申込書及び課題論文は返却しません。
（５）郵送による場合の送付先

〒０３９－３１３１ 野辺地町字野辺地１２３番地１ 野辺地町総務課宛
◆選考方法
（１）第１次選考

応募申込書及び課題論文の書面審査により選考し、１０月上旬に応募者全員に結果を通
知します。（第１次選考合格者には、第２次選考の日程等をお知らせします。）

（２）第２次選考
１０月中旬を予定。個人面接により選考し、１０月下旬に結果を通知します。

町では地域住民や保護者などの意向を的確に反映し、地域住民の実情に応じた主体的・
積極的な教育行政を展開するために、これまでの既成概念にとらわれない広い視野から教
育を考えていただける方を公募します。

��お知らせ
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この町で、認知症とともに、いきいきと暮らすために
｢新しい認知症観」をご存じですか？

厚生労働省が令和６年１２月に策定した認知症施策推進基本計画の基本的施策の１つに新
しい認知症観の理解の増進が掲げられました。それに伴い、町では認知症になっても本人の
意思が尊重され、できるかぎり住み慣れた地域の環境で自分らしく暮らし続けることができ
る社会の実現を目指しています。

「新しい認知症観」とは
認知症になってからも、一人ひとりが個人としてできること・やりたいことがあり、住

み慣れた地域で仲間などとつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けること
ができるという考え方です。
「認知症とともに生きる希望宣言」
認知症になった方が希望を持って暮らし続けるために、一般社団法人日本認知症本人

ワーキンググループが発表した宣言です。
１．自分自身がとらわれている常識の殻を破り、前を向いて生きていきます。
２．自分の力を活かして、大切にしたい暮らしを続け、社会の一員として、楽しみな
がらチャレンジしていきます。

３．私たち本人同士が、出会い、つながり、生きる力をわき立たせ、元気に暮らして
いきます。

４．自分の思いや希望を伝えながら、味方になってくれる人たちを、
身近なまちで見つけ、一緒に歩んでいきます。

５．認知症とともに生きている体験や工夫を活かし、暮らしやすい
わがまちを、一緒に作っていきます。

新しい認知症観を持ち、野辺地町で暮らし続けるために

【認知症に関する相談窓口】
野辺地町地域包括支援センター(公立野辺地病院内) ☎７２－１０１８／７２－１０２３
野辺地町介護・福祉課 ☎６４－２１１１

町では、今年度「チームオレンジのへじ」が立ち上がりました（Ｐ４町のニュースに掲載）。
チームオレンジとは、認知症の本人や家族と支援をつなぐ役割があります。その他に、下記の
事業を行っています。
◆認 知 症 カ フ ェ：認知症の人とその家族、地域住民の誰もが参加し集うことができる場

として開設しています。毎月の広報の掲示板でお知らせしています。
◆認知症サポーター養成講座：認知症についての正しい知識を持つ人を増やし、認知症の方が安心し

て生活できるよう取り組んでいます
◆認知症初期集中支援：認知症の方やその家族と早期に関わる認知症初期集中支援チームを設

置し、必要に応じた自立支援を行います。
◆認知症高齢者等安心外出登録事業：行方不明になる恐れのある高齢者を地域の支援を得て早期に発見でき

るよう、事前登録の情報を関係機関と共有し、事前登録者には靴用反
射シール（オレンジシール）を配布します。

◆認知症高齢者等見守りネットワーク事業：普段の業務や生活の中で高齢者等を見守る協力店を養成・支援してい
ます。

��お知らせ
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県民公開講座・のへじサテライト会場を開催します
◆問合先 健康づくり課 ☎64－1770

第８回 県民公開講座
◆テ ー マ 全国初！めざせ 高血圧ゼロの県

～血圧をしっかり下げて健康寿命を延ばしましょう～
★ 青森市のメイン会場からインターネットで中継します ★

◆日 時 １０月４日（土） １３時半～１５時１５分（受付１２時半～）
◆会 場 野辺地町役場 １階 町民ホール
◆対 象 どなたでもご参加いただけます
◆定 員 ４０名 ※試食や試供品は先着順となります
◆実施主体 青森県、弘前大学医学部附属病院、野辺地町ほか
◆講演内容（講演団体）
◇あなたは本当に 高血圧症を知っていますか？（青森県健康医療福祉部）
◇一生飲むの？高血圧のお薬について（青森県薬剤師会）
◇高血圧を予防するおいしい減塩習慣～今日からできる減塩のコツ～（青森県栄養士会）
ほか

第３３回青森県民駅伝競走大会
～野辺地町を代表するアスリートを紹介～

かんたん野菜レシピの試食や減塩食品の試供品提供などもあります

申込
不要

参加
特典

参加
無料

第３３回青森県民駅伝競走大会出場選手選考会を６月２１日、７月５日の２日間行い、
２１人が参加しました。今年度の青森県民駅伝競走大会は９月７日（日）に予定されてい
ます。
町民皆さまの応援をお願いします。

区 分 氏 名 所 属

男子
高校生
以 上

五十嵐 斐 郷 会社員

高 須 蓮 国士館大学２年

蛯 沢 柊 斗 札幌学院大学２年

滝 沢 遥 三沢高校２年

江刺家 琉 己 青森山田高校１年

山 田 惺 央 三沢高校１年

男子
(中学生)

目 時 一 慶 野辺地中学校３年

乙 部 海 仁 野辺地中学校１年

古 林 佑 翔 野辺地中学校１年

福 田 琉 琥 野辺地中学校１年

区 分 氏 名 所 属

男子
(小学生)

横 浜 結 人 若葉小学校５年

十枝内 徠 晏 若葉小学校５年

女子
中学生
以 上

乙 部 海 音 野辺地高校２年

横 浜 小 絢 野辺地中学校３年

目 時 花 野辺地中学校１年

中 山 も え 野辺地中学校１年

女子
(小学生)

漆 戸 結 若葉小学校５年

洞 内 美 和 若葉小学校５年
監 督：田 村 優 宝（野辺地町役場）
コーチ：戸 澤 高 寿（野辺地アスリートクラブ会長)

小 原 隼（野辺地中学校）

( )
( )
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電話リレーサービスを知っていますか？
◆問合先 北部上北広域事務組合消防本部 警防課 ☎64－0150

電話リレーサービスとは、聴覚や発話に困難のある人（以下、きこえない人）と、きこえる
人（聴覚障害者等以外の人）との会話を通訳オペレータが「手話」または「文字」と「音声」
を通訳することにより、電話で即時双方向につながることができるサービスです。２４時
間・３６５日、双方向での利用、緊急通報機関への連絡も可能です。
ご利用には電話リレーサービス（専用アプリ）への利用登録が必要です。
緊急通報機関への連絡
緊急時に
「１１０（警察）」
「１１９（消防）」
「１１８（海上保安庁）」
へかけることが可能です。

水道メーターの検針にご協力ください
◆問合先 建設水道課（内線126）

水道料金は、毎月検針員が水道メーターの検針により使用水量を確認し、その水量に応じ
て料金が決定されます。
水道メーターの検針は、毎月１５日から２６日ごろに行い、使用水量の確認のほか、漏水

を発見できることもありますので、正確な検針ができるように次のことにご協力願います。
◆ご協力いただきたいこと
◇メーターボックス周辺の草刈りや植木の剪定等
◇メーターボックスの上に物を置いたり車等の駐車をしない
◇ペットを外で飼われている方は、メーターボックスから離れたところにおつなぎください
◇メーターボックス内を清掃し、メーターの数値が見えるようにしてください（メーターボッ
クス内に溜まった水や土は取り出してください）

◇メーターボックスは、水道使用者の所有物となりますので、万が一破損等した場合は、使
用者が業者に連絡しメーターボックスの修理を行ってください（破損したまま使用し続け
ると水道メーターや止水栓等が壊れる原因にもなります）

◆水道料金が改定されます
令和７年１０月１日から水道料金が改定されます。改定内容が適用されるのは、１１月の

検針で確認した使用水量からとなりますので、１２月の支払い分からとなります。

※電話リレーサービスホームページ https://www.nftrs.or.jp
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2025 のへじ商工産業まつり 主催：野辺地町商工会
主管：野辺地町商工会地域経済対策委員会
後援：野辺地町 野辺地町教育委員会

◆問合先 野辺地町商工会 64－2164

＜ １日目 ～小型煙火（花火）打ち上げ～ ＞
◆日 時 ９月６日（土） １５時００分 チャレンジカラオケ

１７時１５分 郷土芸能ささ踊り
１７時４５分 野辺地町消防団による纏振り
１８時３０分 オープニングセレモニー

打上げ開始（荒天の場合は順延）
◆観覧場所 野辺地町愛宕コミュニティセンター前広場
◆注意事項 ①打上げ場所（野辺地小学校）周辺は、１５時頃から交通規制を行いますので係員の指

示に従ってください。また、愛宕公園周辺の駐車場は利用できませんので、徒歩での
ご来場をお願いします。
②打上げ場所の野辺地小学校グランド内は保安上立入禁止となります。
③通常の打上げ花火とは異なり、小型煙火という種類で、打ち上げ高度４０ｍ広がり３
０ｍとなります。

◆そ の 他 １５時頃から会場内においてキッチンカーによる軽食等の提供を行います。

＜ ２日目 ＞
◆日 時 ９月７日（日） １０時～１５時
◆場 所 野辺地町町立体育館及び駐車場内
★各社ＰＲ特売品商品の展示販売 ★飲食店営業＆キッチンカー
★子ども職業体験コーナー ★茶がゆふるまい
★特産品プレゼント ★ふわふわ滑り台 ★ビンゴ大会 など

はかりの定期検査を実施します
◆問合先 産業振興課（内線221）

◆検査対象特定計量器（自動はかり、取引・証明用に使用しないものは対象外）
① 一般商取引用はかり。
② 病院・薬局等で用いる調剤用はかり。
③ 病院・保健所・学校（幼稚園、保育所）で用いる体重測定用はかり。
④ 官公庁で用いる納品検収用のはかり、ごみ焼却施設等のはかりで計量結果を公にする
もの又は料金を徴収するもの。

◆手数料 当日徴取
※詳細は青森県庁ホームページ はかりの定期検査手数料についてからご確認ください。

計量器を使用している事業者や施設等などは、２年に一度定期検査をすることが「計量
法」により義務付けられています。

実施日 時 間 場 所
１０月６日（月) １３時半 ～ １４時 馬 門 公 民 館

１０月７日（火) １０時半 ～ １２時
１３時 ～ １５時 町 立 体 育 館

１０月８日（水) １０時半 ～ １２時
１３時 ～ １４時半 町 立 体 育 館

※１日目は愛宕公園周辺の駐車場は利用できませんので、徒歩でのご来場をお願いします。
※２日目は駐車場の台数に限りがございますので、乗り合わせにてお越しください。
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令和７年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 処 遇 試験場所

航空学生

海 18歳以上23歳未満の者（高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見込含）） 令和７年７月１日

～８月29日

＜１次試験＞
令和７年９月20日及び９月27日
＜２次試験＞
令和７年10月16日～23日
＜３次試験＞
海：令和７年11月21日～12月17日
空：令和７年11月15日～12月18日 [初任給］

月額：224,600円（高卒）
月額：239,600円（大卒）

別途連絡
します。

空 18歳以上24歳未満の者（高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見込含））

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者

令和７年７月１日
～９月２日

＜１次試験＞
令和７年９月13日～21日※1
＜２次試験＞
令和７年10月11日～26日※1

自衛官候補生（任期制） 年間を通じて行っ
ております。 別途連絡します。

防衛大学校学生

推
薦

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）
で成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者 令和７年９月５日

～９日

令和７年９月20日・21日

[初任給］
月額：151,300円

総
合
選
抜

18歳以上21歳未満の方
（自衛官は２３歳未満）

高卒者（見込含）又は高専３年次修了者
（見込含）

＜１次試験＞
令和７年９月20日
＜２次試験＞
令和７年10月25日・26日

一
般

令和７年７月１日
～10月16日

＜１次試験＞
令和７年11月１日
＜２次試験＞
令和７年11月29日～12月３日※1

防衛医科大学校
医学科学生

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）

令和７年７月１日
～10月８日

＜１次試験＞
令和７年10月25日
＜２次試験＞
令和７年12月17日～19日

防衛医科大学校
看護学科学生

(自衛官候補看護学生)
令和７年７月１日

～10月３日

＜１次試験＞
令和７年10月18日
＜２次試験＞
令和７年12月６日・７日

自衛隊奨学生
大学の理学部・工学部※2の３・４年次又は大学院
（専門職大学院を除く。）修士課程在学（正規の修
業年限を終わる年の４月１日現在で26歳未満（大学
院修士課程在学者は28歳未満））

令和７年６月３日
～10月10日 令和７年11月８日・９日 [学資金］

月額：80,000円

予備自衛官補
一
般 18歳以上52歳未満の者

令和７年５月24日
～９月11日 令和７年９月13日～29日※1

[身分]
非常勤特別国家公務員
[教育訓練招集手当]
日額：8,800円

技
能 18歳以上で各種国家免許資格等を有する方※2

※１ 試験日については、いずれか１日を指定されます。 ◎ 細部は下記までお問い合わせ下さい。
※２ 学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。
処遇については、令和４年４月現在のものです。

〒０３３－００３７ 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

⇦イベント情報はこちら
三沢募集案内所 instagram

個別相談ＱＲ

★個別に相談に応じます。
QRコードから申し込み

｢のへじ港町歴史さんぽ～北前船寄港地を歩いてみよう～」参加者募集
◆問合先 歴史民俗資料館 ☎64－9494

日本遺産「北前船寄港地」に認定されている港町・野辺地の歴史や文化に触れるまちある
きを開催します。「北前船寄港地を歩いてみよう」と題し、まちあるきマップを基に北前船の
時代から現代に残るモノを見ていきます。皆さんの参加をお待ちしています。

■日 時 ９月１５日（祝・月）９時半～１２時
■集合・解散場所 中央公民館 ロビー （受付開始：９時２０分）
■対 象 約３km歩く体力のある方
■参 加 費 無 料
■定 員 １５名（定員になり次第締切）
■ガ イ ド 野辺地町歴史を探る会 鈴木会長
■持 ち 物 雨具、飲み物、筆記用具
■参加特典 日本遺産「北前船寄港地」オリジナルクリアファイル
■申込方法 電話又は資料館へ来館し申込ください。（締切：９月１２日）

申込みの際、参加者氏名、住所、電話番号をお知らせください。
■そ の 他 ・歩きやすい服装でご参加ください。

・雨天時は、９月２１日（日）に延期になります。延期の際は、
当日朝８時までに電話連絡します。

【以前のまち歩きのようす】

【参加特典】

��お知らせ
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区分

町村別

令和７年 昨年
前年比

７月中(単月) ７月末(累計) ７月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 0 0 0 8 0 12 3 0 3 ＋5 ＋0 ＋9
横 浜 町 1 0 1 3 0 4 7 1 8 －4 －1 －4
六ヶ所村 2 0 3 8 0 12 7 0 7 ＋1 ＋0 ＋5
合 計 3 0 4 19 0 28 17 1 18 ＋2 －1 ＋10

令和７年７月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

マスカレード・ライフ 東 野 圭 吾
ダークネス 桐 野 夏 生
蛍たちの祈り 町 田 そのこ
プロジェクト・ヘイル・メアリー 上・下 アンディ・ウィアー

本 の 展 示
敬老の日“おじいちゃん、おばあちゃん”の本展

９／２(火)～９／２８(日)

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

３
・
10
・
17
・
24
日
（
水
）

15
時
～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

●
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

11
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ
ス

１
日
（
月
）
８
時
40
分
～
９
時

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
１
歳
６
か
月

児
健
診
）

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

今
月
の
休
館
日

１
日
(月
)、
８
日
(月
)、

15
日
(月
)、
16
日
(火
)、

22
日
(月
)、
29
日
(月
)、

30
日
(火
)

※
30
日
は
、
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

おはなし工房
日 時：９月２０日（土）１４時１５分～
対 象：４～１２歳 ※幼児は、保護者同伴。
内 容：絵本の読み聞かせと工作「切り紙で

お月見をつくろう」
ところ：２階視聴覚室
参加料：無料
定 員：８名

※要申込み
申込先：図書館 ｢お月見｣

ミニギャラリー文学パネル展

教室で出会った文学
期間 ９月２日(火)～１１月２３日(日) ※休館日を除く

ロビー・２階廊下

��お知らせ



19 2025 ９月号 №797

��お知らせ
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 

 











































 

 





































�����町長コラム
『未来につなげる幸せを創る』
NO49.「スポーツと敬老の秋｣

こんにちは。町長の野村です。
９月７日に第３３回青森県民駅伝が開催されま
す。今年もアスリートクラブさんを中心として
チームを作り上げていただいています。
選考会を経て暑い中、練習に取り組んできた選
手達は直前に変更されることもあり、気は抜けま
せん。とはいえチームの明るさ、団結力は群を抜
いていると毎年感じています。
昨年の順位は町の部３位、総合１０位でした。
今年も猛暑の大会が予想されますが、力走を期待
しています。町民の皆さんの応援をお願いしま
す。
また、９月には多くの自治会で敬老会が行われ
ます。私も何度かお誘いをいただきますが、その

たびに参加された皆さんのバイタリティーには圧
倒されています。
長生きの秘訣は良く食べ良く笑い、大きな声で
歌うことだと実感させられます。
毎年皆さんには次年の会での再会と内閣総理大
臣からのお祝い状と青森県知事顕彰状を受けるこ
とができる１００歳目指してお元気で！と挨拶さ
せていただいております。
主催の自治会の方々にも感謝申しあげます。

どーも！地域おこし協力隊の上野です。
このコラムを書いているのは８月１３日、ちょ
うどお盆の始まりです。
帰省されている方のエネルギーや祇園祭りへの
期待感からなのか、町に少しずつ活気が満ちてき
ているような気がして、僕もなぜかソワソワして
いる今日この頃です(笑)
さて最近、何をしているのかと言うと、ズバリ
「商品開発」。「こんなの考えました」ってみんな
に話して、できることからコツコツと進めていま
す～。
そしてなんと、青森県の「ふるさと納税」でい
ちばん寄附金額が低いのは野辺地町らしいです。
こんなに美味しいものがいっぱいあるのに・・
残念だ(泣)

野辺地町を選んでもらえるようにがんばってい
きます～。
※発売は来年の５月頃を目指しています。

��������������������������上野さんの地域おこし協力隊コラム 『移住５カ月目』

昨年度の選手団慰労会の様子

野村町長や江刺家副町長、野辺地高校生徒に
今後の活動計画をプレゼンさせていただきました。
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【
野
辺
地
と
太
平
洋
戦
争
】
…
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
に
続
き
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
る
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日
、
終
戦
。
戦
時
下
の
当
町
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
資
料
館
所
蔵
文
書
や
写
真
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
、
防
空
訓
練
や
資
源
回
収
、
生
活
物
資
の
配
給
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
教
育
に
お
い
て
も
、
学
童
が
軍
需
工
場
へ
勤
労

動
員
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
軍
事
教
練
や
食
糧
増
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
資
料
に
は
空
襲
に
よ
る
被
害
状
況
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
、
太
平

洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
80
年
と
な
る
節

目
の
年
で
す
。
１
９
３
７
（
昭
和
12
）

年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
以
降
、
国

民
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
戦

争
に
協
力
さ
せ
る
体
制
に
組
み
込
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
１
９
４
１
（
昭
和

16
）
年
に
は
太
平
洋
戦
争
が
起
こ
り
、

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日
、

日
本
全
体
で
約
３
１
０
万
人
以
上
に

も
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
争
が
終

結
し
ま
し
た
。

戦
時
下
の
当
町
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
資
料
や
証
言
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
校
で
は
、
授
業
の
代

わ
り
に
食
料
増
産
や
軍
事
教
練
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は
経

済
統
制
が
敷
か
れ
、
多
く
の
生
活
物

資
が
配
給
制
と
な
り
、
勤
労
動
員
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
統

制
の
た
め
に
隣
組
が
組
織
さ
れ
、
行

政
の
指
示
で
配
給
切
符
の
割
当
や
防

空
活
動
、
資
源
回
収
等
と
い
っ
た
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
空
襲
被
害
で

は
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
７
月
14

日
・
15
日
、
八
戸
・
大
湊
・
三
沢
へ
米

軍
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
に
よ
る
大
規
模

な
空
襲
が
あ
り
、
当
町
で
も
人
的
な

被
害
と
鉄
道
や
船
の
破
損
と
い
う
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
空
襲
で
は

青
函
連
絡
船
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
す
。
８
月
10
日
に
も
空
襲

が
あ
り
、
学
校
、
駅
、
馬
門
石
炭
荷
揚

場
等
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
か
ら
80
年
、
戦
争
を
記
憶
す

る
人
々
が
少
な
く
な
る
中
、
当
時
の

記
憶
や
教
訓
を
ど
う
未
来
へ
繋
い
で

い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
当
館
に
は
、
戦
争
に

関
す
る
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
料
を
通
じ
て
戦
争
の
記
憶
や

歴
史
を
残
し
、
ま
た
、
戦
争
に
つ
い

て
考
え
る
よ
う
な
発
信
を
す
る
こ
と

が
、
資
料
館
の
役
割
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
戦
争
関
連
資
料
を
見
学

し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
当
館
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真①野辺地の防空監
かん

視
し

廠
しょう

撮影日：不明】
防空監視廠は、敵機の来襲を監視し軍や警察に報告す
るための施設。下町近辺にありました。

【写真②馬門小学校運動会
撮影日：1941（昭和16年）】

当時の運動会では、トーチカ（コンクリート等で作っ
た小さな要塞）攻略模擬選が行われました。

【写真③当館所蔵の戦争関連資料（一部）】

�� ��������【写真 白八幡宮大祭のようす】

�������歴史コラムかわら版

鰺ヶ沢町と野辺地町の両教育委員会では、北前船で伝
わったお祭りが受け継がれている縁から、令和５年から
両町のまつり参加団体による交流事業を実施していま
す。
令和７年度は、昨年度のへじ祇園まつりに田中町町内
会（鰺ヶ沢町）が駅前組祭典部の山車行列に参加したこ
とを縁に、駅前組祭典部の皆さんが鰺ヶ沢町・白八幡宮
大祭を見学。田中町町内会と交流を深めました。
津軽の京祭り・白八幡宮大祭は、４年に１度開催され
ます。次回は令和１１年の開催を予定しています。

����������―鰺ヶ沢町との祭り文化交流―
��������������鰺ヶ沢町・白八幡宮大祭を見学しました

大東亜戦争
国庫債券
（国債）

防空頭巾

���������������� ���������ちょっと野辺地に詳しくなれるゆるい歴史コラム のへじ典（其ノ八十六)
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 ９月８日(月)、２４日(水)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 １３時～１５時

※申し込み不要。時間内にいつでもどうぞ

夏の異例な暑さにより熱中症の危険性が高まっています。熱中症による健康被害を防ぐため、町が指定
した公共施設をクーリングシェルターとして開放しますので、危険な暑さをしのぐ場所として活用し熱中
症予防に努めましょう。
自宅にいる時や外出した際も、十分な水分補給をするとともに、危険な暑さが見込ま
れる夏場は、冷房機器を適切に使用しましょう。
◆開設期間：８月８日～１０月２２日
◆クーリングシェルター指定施設（３か所）
※シェルターを利用の際は、各施設の利用案内に従ってください。

自殺予防週間では、①自殺に関する啓発事業を通じて正しい知識を得る、②適切な対応方法を身につけ
る、そして誤解や偏見をなくしみんなが生きやすい社会にすることを目的としています。
町では、地域全体で温かいコミュニケーションの輪がひろがることを願って、こどもたちを中心にふわ
ふわことばの普及に取り組んでいます。“だいじょうぶ” “がんばっているね” “いてくれてよかった”と
いった言葉は自己肯定感を高める効果があるといわれています。
もし、悩みやつらい気持ちを抱えている人に出会ったら、次の４つのポイントに気を付けて話してみま
しょう。（厚生労働省ホームページ『あなたにもできる自殺予防のための行動』より）

①気づき（家族や仲間の変化に気づいて声をかけてみる）
②傾 聴（本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける）
③つなぎ（早めに専門家に相談するように促す）
④見守る（温かく寄り添いながら、じっくりと見守る）

◇町では、窓口相談だけでなく電話相談も実施しています。

９月１０日～１６日は自殺予防週間です

日 時：９月７日（日） １０時～１２時、１３時半～１６時
場 所：マックスバリュ野辺地店
※前回の献血から、男性は１２週間、女性は１６週間、間隔を空ける必要があります。

●献血日のお知らせ●

クーリングシェルターを開設します

施設名 開設日 開設時間 開設場所 定員
役場庁舎 月～金曜日(祝日除く) ８時半～１７時 １階 町民ラウンジ １０名

観光物産ＰＲセンター 毎日 ９時～１９時半 １階 休憩室 ２０名
中央公民館 毎日 ８時半～１７時 １階 ロビー ３０名
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すくすくアドバイス

◆ママの健康が第一！
妊娠・出産は、特に注意が必要な時期です。
赤ちゃんが健やかに育つためには
☆ 休息
☆ 睡眠
☆ 栄養
が大切です。
妊娠初期は、おなかの赤ちゃんの発育に伴

い、つわりなどで体のコンデションが思うよ
うに整わず、精神的にも不安に陥りやすく、
トラブルが起こりやすいものです。定期的に
妊婦健康診査や保健指導を受け、不安なこと
や心配なことは、主治医や町の「すくすく相
談」に相談したり、「産前・産後ケア」を積極
的に活用しましょう。

◆パパの心得
妊娠中の女性の心身の健康と

安定には、家族や周囲、特に夫・パートナー
の理解と協力が必要です。妊婦の妊娠期間
は、パートナーが「父親」として育っていく
大切な準備期間でもあります。どのように協
力して子育てするか、仕事や家事のバランス
をどうするか話し合っておきましょう。
職場の上司にも報告し、仕事内容を見直し

してもらう、妊婦健康診査に付き添う、産休
や育休を積極的に取得する等、いざというと
きに妻を万全にサポートする方法を考えま
しょう。

パパ、頼りにしてるよ‼

～妊娠中の生活①～

※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課までお問合せください。
母子健康手帳は毎週火・木曜日に発行します。ご希望日の３日前までにご予約のうえ、
役場健康づくり課までお越しください。

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

１ １歳６か月児健診
（Ｒ５年１０月１５日～１２月３１日生まれ） ９時 健康増進

センター 対象者には個別通知します。

４ ４か月児健診
（Ｒ７年４月８日～５月４日生まれ） ８時45分 野辺地病院

（小児科） 対象者には個別通知します。

10

１０か月児健診（Ｒ６年１１月生まれ） 13時20分
健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１歳児健診（Ｒ６年７月・８月生まれ） 13時半

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 14時 前日までに申込が必要です。

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(080-1142-8080) 月～金曜日

（祝日を除く）
８時半～17時

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(080-1142-8080)

思春期はればれ相談
(080-1142-8080)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡

ご予約はお電話またはこちらの
QRコードから受け付けております
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有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：９月２日、５日、
９日、12日、
19日、26日、
30日

◆時 間：10時半～14時45分
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※送迎はありませんのでご注意ください。
また、ご利用の際は感染症対策にご協力
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防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

��お知らせ
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日 曜 行 事 名

1 月 健：１歳６か月児
教育委員会公募（～９月３０日）

2 火
3 水
4 木 ９月定例会

5 金 相：弁護士
９月定例会

6 土 のへじ商工産業まつり前夜祭

7 日
のへじ商工産業まつり
青森県民駅伝競走大会
休日開庁（マイナンバーカード交付など）

8 月 傾聴サロン
9 火

10 水
健：１０か月児・１歳児
相：みんなのこども
９月定例会

11 木 図：朗読の会
９月定例会

12 金 ９月定例会
13 土
14 日
15 月

日 曜 行 事 名
16 火 相：行政
17 水 児：支援拠点事業
18 木
19 金
20 土 図：おはなし工房
21 日
22 月 児：避難訓練
23 火
24 水 傾聴サロン
25 木
26 金 犬の登録及び狂犬病予防注射
27 土 犬の登録及び狂犬病予防注射
28 日 犬の登録及び狂犬病予防注射
29 月

30 火
図：館内整理（休館）
公式ＬＩＮＥスマホ相談会（役場町民ホール）
〆：固定資産税、国保・後期・介護（３期）

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★十和田市
◆十和田市秋まつり
・日 時 ９月５日（金）～７日（日）
・場 所 十和田市三本木通り、官庁街通り
・内 容 ９月５日（金）流し踊り、みこし、山車合同運行、ダン

スなど
９月６日（土）山車展示・表彰、十和田囃子の演奏、夜
間運行など
９月７日（日）流し踊り、みこし、山車合同運行、歌謡
ショーなど

・問合先 十和田商工会議所
☎０１７６－２４－１１１１

◆上十三・十和田湖定住自立圏 男女共同参画事業共催
十和田市民カレッジ第７講座

・日 時 １０月４日（土）
・場 所 十和田市民文化センター 生涯学習ホール
・内 容 日本航空の女性運航乗務員が講師を務め、航空業界の

裏話やよもやま話を交えて職場での経験談や多様性の
大切さについて講演します。
男性客室乗務員によるミニコーナーも実施します。

・問合先 十和田市役所総務課十和田商工会議所
☎０１７６－５１－６７０２

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

★六戸町
◆男女共同参画パネル展
・日 時 １１月１日（土）１０時から１６時まで
・場 所 六戸町総合体育館
・内 容 【メイプルタウンフェスタ２０２５】において、パネ

ル展「みんなで考える男女共同参画」を開催いたします。
お気軽にお立ち寄りください。

・問合先 六戸町総務課
☎０１７６－５５－４５８２◆問合先

上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771 ★横浜町

◆八幡神社例大祭
・日 時 ９月１４日（日）～１８日（木）
・場 所 横浜町内
・内 容 横浜町内秋の一大イベントである、八幡神社例大祭が

開催されます！
１４日は前夜祭が行われ、地元団体による郷土芸能の
ステージ発表があります。
１６日・１８日には、各地区の神楽団が太鼓、笛、鐘等
の楽器を鳴らしながら、横浜町内を歩きます。１８日
の最後には、町の商店街にて、全神楽団による一斉祈祷
舞が行われます。ぜひ、ご友人等お誘いあわせの上お
楽しみください。

・問合先 横浜町役場 産業振興課
☎０１７５－７８－２１１１

★三沢市
◆三沢基地航空祭
・日 時 ９月２１日（日）
・場 所 三沢基地内
・内 容 毎年多くの来場客で賑わう三沢基地航空祭。日米航空

機の展示や、飛行ショー、アメリカングッズやフード販
売など、さまざまな催しお楽しみいただけます！
※詳細は三沢基地ホームページでお知らせいたします
のでご確認ください。

・問合先 航空自衛隊第３航空団司令部管理部広報班
☎０１７６－５３－４１４１（内線4998・4999）

・
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